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述べている。まず、研究課題 1 では、運動習慣のない成人男性 14 名において、運動負荷の 1 時間前と









 著者は、各研究課題の結果について次のように述べている。研究課題 1: 一過性の肘関節屈筋群の伸
張性運動により、筋損傷指標である最大筋力（Maximal voluntary contraction; MVC）、関節可動域（Range 
of motion; ROM）は有意に低下し、上腕周囲径、筋痛、血中クレアチンキナーゼ（Creatine kinase; CK）
は有意に増加した。しかし、運動前後にクルクミンを摂取することにより、MVC の低下は有意に抑制
































平成 31年 1月 21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
